
群馬工業高等専門学校　2008 年度シラバス　8100620004MM/20090708

( 科目コード：8100620004MM)

【改訂】第 1 版（2009-02-06）
【科目】機械設計法
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】機械工学科・4 年次
【担当教員】

金子 忠夫
石澤 静雄

【授業目標・教育方針】
工業規格や材料力学の初歩的事項について設計技術の基礎として習得し、さらに機械設計技術の中から機械要素の設
計にとって最低限必要な基礎的事項を学習し、機械要素設計や機械システムをデザインするための基礎能力を身につ
ける。

【授業概要】
（１）機械設計の基礎、設計工学、製図法、規格
（２）機械の締結要素
（３）溶接とおよび溶着
（４）軸と伝動
（５）歯車
（６）潤滑と軸受け

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：機械設計学：茶谷昭義　ほか：森北出版：4-627-66461-3
茶谷　他　著　機械設計学　森北出版

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
とくになし（座学）
必要に応じてプリント配布

【メッセージ】
材料力学の基礎知識が必要です。

【成績評価方法】
［前期］中間試験：50%，期末試験：50%
［後期］中間試験：50%，期末試験：50%

【本校の学習・教育目標】
○ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(1) 基礎工学の内容は，1) 設計・システム系科目群，2) 情報・論理系科目群，3) 材料・バイオ系科目群，4) 力学系
科目群，5) 社会技術系科目群からなり，各群から少なくとも１科目，合計最低６科目についての知識と能力
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【授業計画】（授業名：機械設計法）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 回～
2 回

機械設計の基本Ⅰ 設計工学
設計と標準化、規格
材料の選び方

3 回～
4 回

機械設計の基本 II 強度評価
　許容応力と安全率
　応力集中
　破壊じん性

5 回～
6 回

機械設計の基本 III 機械製図
　寸法公差
　はめあい
　加工法、表面あらさ

7 回 締結用機械要素 I ねじ
　ねじの種類と特性

8 回 前期中間試験 中間試験前までの学習内容に関する試験
9 回～
10 回

締結用機械要素 II ねじの強度
ボルトに作用する力と締結力
ねじの強度設計

11 回～ 12 回 締結用機械要素Ⅲ ねじの部品
ボルト、ナットのゆるみ止め

13 回～ 14 回 締結用機械Ⅳ
溶接と接着Ⅰ

キー
　種類と特徴、強度
スプライン
　種類と特徴
ピン
溶接の種類と特徴

15 回 溶接と接着Ⅱ 接着の種類と特徴
16 回～ 17 回 軸と伝動Ⅰ 軸の種類

軸の強度
軸の危険速度

18 回～ 19 回 軸と伝動 II 軸継ぎ手
　種類と特徴
クラッチ
流体継ぎ手

20 回～ 21 回 歯車Ⅰ 歯車の種類
歯形曲線
インボリュート歯形

22 回 歯車Ⅱ インボリュート歯車の切り下げと転位
23 回 中間試験 後期開始からここまでの学習内容に関する試験
24 回～ 25 回 歯車Ⅲ インボリュート歯車の設計

歯車の強度
26 回～ 27 回 軸受と潤滑Ⅰ 軸受けの種類

転がり軸受け
　種類と特徴
　軸受けの寿命

28 回～ 29 回 軸受けと潤滑Ⅱ すべり軸受け
　潤滑理論
　すべり軸受けの種類と特徴
　

30 回 軸受けと潤滑Ⅲ 軸受け材料
すべり軸受けと転がり軸受けの比較
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